
今
年
度
の
「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
（
全
国
学

調
）
の
結
果
が
８
月
25
日
に

公
表
さ
れ
、
大
阪
府
の
中
学

校
の
成
績
が
、
前
年
度
の
最

下
位
層
か
ら
中
位
層
へ
大
き

く
伸
び
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
府
教
委
が
全

国
学
調
の
学
校
平
均
正
答
率

を
高
校
入
試
調
査
書
評
定
の

調
整
に
利
用
す
る
こ
と
を
、

文
部
科
学
相
が
今
回
に
限
り

認
め
た
こ
と
も
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。

過
去
問
練
習
で

点
数
ア
ッ
プ

府
教
委
か
ら
「
全
国
学
調

に
お
け
る
各
中
学
校
平
均
正

答
率
と
府
平
均
正
答
率
と
の

比
（
対
府
比
）
を
『
府
全
体

の
評
定
平
均
＝
３
．
２
２
』

に
乗
じ
て
得
ら
れ
る
数
値
を
、

各
中
学
校
の
『
評
定
平
均
の

目
安
』
と
す
る
。
」
と
発
表

さ
れ
た
段
階
で
、
多
く
の
中

学
校
で
は
生
徒
に
「
過
去
問
」

練
習
を
行
い
ま
し
た
。
「
全

国
学
調
の
平
均
点
の
高
い
中

学
校
は
、
調
査
書
の
点
数
を

高
く
し
て
も
よ
い
。
」
と
い

う
の
で
す
か
ら
、
多
く
の
教

員
が
制
度
に
疑
問
を
感
じ
つ

つ
も
、
「
生
徒
の
不
利
益
に

な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
考
え

た
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
急
に

「
大
阪
の
学
力
が
ア
ッ
プ
」

し
ま
し
た
。
入
試
制
度
変
更

の
真
の
目
的
は
こ
れ
だ
っ
た

と
思
わ
れ
て
も
不
思
議
は
な

い
く
ら
い
の
「
学
力
上
昇
」

で
す
。

調
査
で
は
な
く
、

点
数
競
争
だ

高
校
入
試
利
用
の
府
教
委

の
方
針
に
対
し
て
文
科
省
は

「
過
度
の
競
争
や
不
正
を
誘

発
す
る
」
と
し
て
当
初
認
め

な
い
方
針
で
し
た
。
全
国
学

調
の
目
的
が
「
学
力
を
把
握

し
て
教
育
指
導
の
充
実
に
役

立
て
る
」
と
し
て
い
る
以
上
、

当
然
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
悉
皆

（
全
員
参
加
）
で
毎
年
実
施

し
、
都
道
府
県
別
の
平
均
正

答
率
を
文
科
省
が
発
表
す
る

方
法
を
続
け
る
限
り
は
、
ま

と
も
な
調
査
と
は
な
り
ま
せ

ん
。
点
数
競
争
を
さ
せ
て
い

る
の
は
文
科
省
自
身
で
す
。

悉
皆
調
査
は

や
め
る
べ
き
で
す

全
体
的
な
学
力
傾
向
を
つ

か
む
に
は
、
適
切
な
抽
出
方

式
で
十
分
で
あ
り
、
毎
年
実

施
す
る
必
要
も
な
い
こ
と
は
、

多
く
の
専
門
家
が
認
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
全
員
参
加
・

毎
年
実
施
だ
か
ら
、
大
阪
府

が
入
試
に
利
用
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
る
の
で
す
。

都
道
府
県
別
結
果
の
公
表

も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
大
阪

府
の
場
合
、
入
試
に
利
用
す

る
こ
と
か
ら
、
学
校
別
結
果

の
公
表
を
求
め
ら
れ
る
心
配

も
あ
り
ま
す
。

過
去
問
を
や
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
簡
単
に
結
果
が
変
わ
る

よ
う
な
調
査
は
調
査
に
値
し

ま
せ
ん
。
毎
日
新
聞
は
社
説

で
「
授
業
の
改
善
に
生
か
そ

う
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に

主
張
し
て
い
ま
す
。

「
毎
年
巨
額
の
費
用
を
投
じ
、

同
じ
よ
う
な
傾
向
を
確
か
め

る
た
め
に
全
員
参
加
の
テ
ス

ト
を
繰
り
返
す
。
そ
れ
よ
り
、

抽
出
方
式
で
何
年
か
置
き
に

調
査
し
、
そ
れ
を
生
か
し
て

学
習
指
導
を
改
善
し
、
全
国

の
学
校
で
個
別
指
導
に
活
用

す
る
。
そ
れ
が
肝
要
で
は
な

い
か
。
『
順
位
』
で
先
生
た

ち
の
背
を
つ
つ
く
の
が
本
意

で
は
な
い
は
ず
だ
。
」

№２０１６ 泉北教育 ２０１５年９月７日 （２）

教職員の生活と権利を守るため、泉北教組に加入してください。

学校のトラブルで訴えられたり、賠償金を請求された

りする事態に備え、教職員向けの共済・保険加入者が増

えている。従来、責任を問われるのは学校の設置管理者

である自治体や学

校法人だったが、

専門家は「個人に責任を求める動きがある」と指摘。自

分の身は自分で守るという意識の高まりが、加入者増の

背景にあるようだ。

教職員賠償共済・保険は「生徒間のケンカの対応が不

適切だと保護者から損害賠償を求められた」など、教職

員が業務中のトラブルで訴えられた際の弁護士費用や賠

償金を補償。「プールの栓を閉め忘れ、自治体から水道

料金の一部支払いを求められた」「校外学習のため給食

を止めるべきだったのに失念した」など、訴訟に至らな

いケースの補償もカバーする。

全日本教職員組合共

済会（全教共済）が２

００２年度から月１５０円の掛け金で始めた「教職員賠

償責任共済」は、初年度の加入者４８２７人から１４年

度は３・８倍増の１万８４７９人に。

世間の教員に対する厳しい視線を意

識し、「お守り」として加入している

と、専門家は指摘する。

（８月１４日付朝日新聞）


